
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組, B 組, Ｅ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

21:48W2121:31W2121:31W2121:31

法の重要性と意義―知的財産権
（１）知的財産権
（２）産業財産権
（３）著作権
（４）著作物
（５）著作者が持つ権利
（６）著作隣接権
（７）著作物の保護と活用

法の重要性と意義―個人情報
（１）個人情報保護法

情報社会と情報セキュリティ
（１）サイバー犯罪とは
（２）サイバー犯罪の分類
（３）情報セキュリティの確保
（４）不正なソフトウェア
（５）架空請求・ワンクリック
詐欺
（６）フィッシング
（７）ネットショッピング・
ネットオークション詐欺

【知識・技能】
・情報社会における著作権侵害について理解して
いる。
・情報や情報技術を活用して問題を発見・解決す
る技能を身につけている。
・知的財産権，産業財産権，著作権について理解
している。
・著作物と著作権について理解している。
・著作権者の権利を守りながら著作物を利用する
ための方法について理解している。
・個人情報とは何かを理解している。
・個人情報保護法について理解している。
・サイバー犯罪の3分類について理解できる。
・適切なパスワードの設定について理解できる。
・さまざまな事例・事件についての問題点や対処
法を理解できる。
・マルウェアが侵入してしまう原因について理解
できる。
・マルウェアが起こす問題や対処法について理解
できる。

【思考・判断・表現】
・情報に関する法規や制度及びマナーの意義，情
報社会において個人の果たす役割や責任，情報モ
ラルなどについて，それらの背景を科学的に捉
え，考えることができる。
・個人を特定できる情報とは何か説明できる。
・個人情報を提供すべき場面とそうでない場面を
判断できる。
・アカウントの乗っ取りにあった場合，その後ど
のような影響があるか考えることができる。
・フィッシングメールと疑われるメールが届いた
場合,どのように行動すればよいか判断できる。
・情報セキュリティを確保するための個人の取り
組みについて考えることができる。
・架空請求，ワンクリック詐欺，フィッシング詐
欺を誘導する手法を理解し，適切に判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・情報モラルに配慮して情報社会に主体的に参画
しようとしている。
・個人情報保護法の重要性と意義について理解
し，自分だけでなく他者の個人情報の取り扱いに
も配慮して行動しようとしている。
・情報セキュリティを確保するために，個人がす
べきことについて取り組もうとしている。
・不正なソフトウェアや財産を狙う犯罪について
理解を深め，情報機器や情報通信ネットワークを
安全に利用しようとしている。

○ ○

情報技術の発展による生活の変
化
（１）ソーシャルメディアとわ
たしたち
（２）ソーシャルメディアの望
ましい利用

情報技術の発展による社会の変
化
（１）Society 5.0の到来
（２）情報社会の未来と問題解
決

【知識・技能】
・ソーシャルメディアのメリットについて理解し
ている。
・ソーシャルメディアで気をつけることについて
理解している。
・センサ技術やビッグデータ解析によってAIやロ
ボットの技術が支えられていることを理解でき
る。
・Society 5.0を支える技術について理解できる。
・Society 1.0から5.0への社会の変遷について理
解できる。
【思考・判断・表現】
・日々の生活の中でソーシャルメディアにどのよ
うに関わっているか理解できる。
・ソーシャルメディアでのトラブルを理解し，そ
の原因の分析と解決をすることができる。
・ソーシャルメディアでのやり取りですれ違いや
誤解が起きる場面が判断できる。
・ソーシャルメディアに発信する情報について，
受け取り側の気持ちになって情報発信することが
できる。
・他者や自分の個人情報やプライバシーに配慮し
て情報発信できる。
・利用のルールや健康に配慮してソーシャルメ
ディアを活用できる。
・AIやロボットが私たちの生活に及ぼす影響につ
いて調べることができる。
・AIやロボットを活用する場面，そうでない場面
を判断することができる。
・情報デザインやプログラミング，データサイエ
ンスの学びがSociety 5.0のどの部分と関連するか
判断できる。
・社会の要請と技術が調和する場面を想定し，価
値創造型の問題解決ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・他者の個人情報やプライバシー，人権を尊重し
てソーシャルメディアを利用しようとしている。
・健康に配慮して，ソーシャルメディアの適切な
活用をしようとしている。
・情報発信の際に気をつけるべきことに配慮し
て，望ましいソーシャルメディアの利用を心がけ
ようとしている。
・情報社会を構成する1人として責任ある情報発信
をしようとしている。
・AIやロボットのメリットやデメリットを理解
し，どのように活用することで，わたしたちの生
活を豊かにできるか考えようとしている。
・Society 5.0で求められる学びについて理解し，
意欲的に学ぼうとしている。

〇 〇

第７節 情報技術の発展による生
活の変化
第８節 情報技術の発展による社
会の変化

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

（AB組：櫻井　達哉）

配当
時数

１

学

期

第１章
第１節 情報の特性
第２節 メディアの特性
第３節 問題解決の考え方

情報の特性
（１）情報とは
（２）情報の特性

メディアの特性
（１）メディアの特性
（２）メディアの受け取り方と
メディア・リテラシー

問題解決の考え方
（１）問題解決とは
（２）問題の明確化
（３）問題解決の流れと評価・
改善
（４）よい問題解決とは

【知識・技能】
・情報とデータの違いについて理解してい
る。
・情報の特性について理解している。
・メディアの3つの特性とそれぞれのメリッ
ト・デメリットについて理解している。
・メディアが人や社会に果たす役割と及ぼす
影響について理解している。
・問題を発見する技能を身につけている。
・問題解決の一連の流れにおいて，それぞれ
の過程で必要になることを理解している。
・問題解決の流れについて理解している。
・情報や情報技術を活用して問題を発見・解
決する技能を身につけている。

【思考・判断・表現】
・情報の特性を観点に分けて考えることがで
きる。
・具体的な特性を理由とともに説明できる。
・目的や状況に応じて，適切なメディアを選
択することができる。
・理由とともにメディアの捉え方を説明する
ことができる。
・目的や状況に応じて，問題を発見・解決す
る方法について考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報の特性が果たす意義や，留意点に気づ
き，情報と情報技術を適切かつ効果的に活用
しようとしている。
・メディアの特性が果たす意義や，留意点に
気づき，情報と情報技術を適切かつ効果的に
活用しようとしている。
・情報社会における問題の発見・解決に，情
報と情報技術を適切かつ効果的に活用しよう
としている。また，自己調整しながら，解決
する過程や解決案を自ら評価し改善しようと
している。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第４節 法の重要性と意義―知的
財産権
第５節 法の重要性と意義―個人
情報
第６節 情報社会と情報セキュリ
ティ

○ 6

〇 4

情報と情報技術を活用した問題の発見・解決等の方法や，情報化の進展が社会の中で果たす役割や影響，情
報に関する法律・規則やマナー，個人が果たす役割や責任等について情報の科学的な理解に裏打ちされた形
で理解し，情報と情報技術を適切に活用するために必要な技能を身につけていること。

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報
社会に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解を深め技
能を習得するとともに，情報社会と人とのかか
わりについて理解を深めるようになる。

様々な事象を情報とその結びつきとして捉え，
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

日本文教出版　情報Ⅰ

情報

様々な事象を情報とその結びつきの視点から捉え，複数の情報を結び付けて新たな意味を見いだす力や，問
題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付けていること。

情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与しようとする態度
を身に付けていること。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】



○ ○

【知識・技能】
・コミュニケーションの手段の発達について理解
している。
・メディアの発達により生じる課題の原因を理解
している。
・メディア・リテラシーの必要性について理解し
ている。
・コミュニケーションの形態について理解してい
る。
・インターネットの特性について理解している。
・メディアによって表現方法が異なることを理解
している。
・パケット通信技術について理解している。
・ブロードバンド，携帯電話網の無線通信技術の
発展について理解している。
・インターネットが普及したことにより情報格差
が生まれたことについて理解している。
・ソーシャルメディアのしくみについて理解して
いる。
・公開範囲の設定を限定公開に変更する方法につ
いて理解している。
・無料でサービスを利用できる理由について理解
している。
・自分の発信する情報がどこまで影響があるか考
え，適切に発信することができる。

【思考・判断・表現】
・メディアが発達したことにより，便利になった
ことと課題について考えることができる。
・インターネットの特性を踏まえ，情報発信時に
誹謗中傷や人権に配慮できているか判断できる。
・情報の信憑性を判断し，内容の正しさの見極め
ができる。
・目的に応じたメディアの選択ができる。
・通信が高速化したことにより，どのようなこと
ができるようになったか考えることができる。
・情報格差の問題点について考えることができ
る。
・自分の発信する情報がどこまで影響があるか考
え，適切に発信することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・メディアの種類を振り返り，自らの学習を調整
しようとしている。
・メディアが発達したことにより生じた課題につ
いて，主体的に考えようとしている。
・普段使っているコミュニケーション手段につい
て，その特性を積極的に考えようとしている。
・実際の事例を積極的に調べ，考えを深めようと
している。
・5Gの普及により実現されるサービスの調査に粘
り強く取り組み，考えを深めようとしている。
・情報格差の問題点，解消するアイデアについて
考えようとしている。
・スマートフォンなどの利用について考え，理解
を深めようとしている。
・ソーシャルメディアの公開設定を確認し，理解

〇 〇

定期考査

第２章 １　コミュニケーションとメ
ディアの活用
（１）メディアとコミュニケー
ションの変遷
（２）メディアの利用で生じる
課題
（３）メディアを活用して問題
を解決するために

２　コミュニケーション手段の
特性
（１）コミュニケーションの形
態
（２）インターネット上でのコ
ミュニケーションの特性
（３）伝達可能な表現
（４）適切なメディアの使い分
け

３　インターネットの発展
（１）情報社会を支える技術の
発展
（２）ARPANETの開発
（３）インターネットの登場
（４）ブロードバンドの普及
（５）インターネットと情報格
差

４　情報機器のパーソナル化と
ソーシャルメディア
（１）情報機器のパーソナル化
（２）ソーシャルメディア

〇 1

１

学

期

4〇



〇 〇

1

4

5

【知識・技能】
・アナログとデジタルの違いについて理解し
ている。
・2進法・10進法・16進法の相互変換について
理解している。
・文字コードのエンコーディングについて理
解している。
・ビットマップフォントとアウトラインフォ
ントの違いを理解している。
・ランレングス法とハフマン符号化について
理解している。
・可逆圧縮と非可逆圧縮について理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・アナログとデジタルのそれぞれの利点と欠
点について考えることができる。
・ビットマップフォントとアウトラインフォ
ントの違いについて考えることができる。
・自分でつくったデータを圧縮し，他者がつ
くった圧縮データを展開することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・アナログとデジタルのデータを扱う身近な
ものを積極的に探し，理解を深めようとして
いる。
・圧縮と展開の活動に積極的に取り組み，理
解しようとしている。
・圧縮と展開の活動に積極的に取り組み，理
解しようとしている。

〇 〇

２

学

期

第２章
第２節 情報のデジタル化

１　コンピュータとデジタル
データ
（１）アナログとデジタル
（２）コンピュータとデジタル
（３）コンピュータで用いられ
る数の表現
２　文字のデジタル表現
（１）文字コード
（２）さまざまな文字コード体
系とUnicode
（３）文字の表示と印刷
３　データの圧縮
（１）データ圧縮と圧縮率
（２）可逆圧縮の利用
（３）可逆圧縮のしくみ

４　音のデジタル化
（１）音のデジタル化
（２）サンプリング周波数と量
子化ビット数
（３）音声データのファイル形
式

５　画像のデジタル化
（１）画像のデジタル化
（２）解像度と色の表現（階
調）
（３）ビットマップ画像のデー
タ量
（４）画像処理ソフトウェア
（５）画像データのファイル形
式

６　動画のデジタル化
（１）動画のしくみ
（２）動画のデジタル化と圧縮
（３）動画の圧縮技術と動画
データのファイル形式

７　情報のデジタル化とデータ
量
（１）音のデータ量
（２）画像のデータ量
（３）動画のデータ量

第３節 情報デザイン １　情報デザインとは
（１）情報デザインとは
（２）情報デザインで使われる
手法

２　情報デザインのプロセスと
問題の発見
（１）情報デザインの作業手順
（２）デザイン対象の発見

３　デザインの要件と設計・試
作
（１）解決策の立案
（２）試作

４　評価と改善・運用
（１）評価
（２）改善・運用

１　ポスターの制作
２　Webサイトの構造とレイアウ
ト
３　基本ページの作成（HTMLと
CSS）
４　メニューとコンテンツの作
成
５　JavaScriptの活用

１　アルゴリズム
（１）アルゴリズム
（２）アルゴリズムの効率性
２　アルゴリズムの基本と表現
方法
（１）アルゴリズムの基本構造
（２）アルゴリズムの表現方法
３　プログラムの構成要素①
（１）プログラムとは
（２）プログラムの構成要素
　・変数
　・データ型
　・演算
４　プログラムの構成要素②
　 ・関数
　・ライブラリ
　・API

第３章
第１節 コンピュータのしくみ

１　コンピュータの基本的な構
成
（１）コンピュータの構成要素
（２）コンピュータ内部の動作
のしくみ
（３）コンピュータと周辺機器
の接続

２　ソフトウェアとOS
（１）ソフトウェアの種類
（２）OSのおもな役割，機能

３　CPUとメモリ
（１）CPUの構成と動作のしくみ
（２）メインメモリ
（３）CPUのビット数とメインメ
モリのアドレス
（４）処理の高速化の工夫

４　CPUによる演算のしくみ
（１）CPUと論理回路
（２）加算の回路

５　２進法による計算
（１）データ（数）の扱い
（２）浮動小数点数
（３）計算の誤差

第２節 アルゴリズムとプログラ
ム

〇 3

3

〇 4

〇

【知識・技能】
・音のデジタル化のA/D変換について理解して
いる。
・画像のデジタル化のプロセスについて理解
している。
・動画のデジタル化のしくみを理解してい
る。
・音，画像，動画のデータ量を求める計算が
できる。
【思考・判断・表現】
・サンプリング周波数や量子化ビット数が変
化すると，音がどうなるか説明することがで
きる。
・解像度や階調を変えると，何がどのように
変わるか説明することができる。
・フレーム内圧縮とフレーム間圧縮のデータ
量の違いを説明することができる。
・フレームレートが増えると見え方がどう変
わるか説明できる。
・これまで学んだデジタル化や圧縮のしくみ
を説明できる。
・音，画像，動画のデータの特性に応じた適
切な計算式を判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・自分のコンピュータやスマートフォンに
入っている音を積極的に探し理解を深めよう
としている。
・ディスプレイがどのようなしくみで画像を
表示しているか，積極的に調べようとしてい
る。
・撮影した写真を連続して表示し，その内容
から動画のしくみを理解しようとしている。
・データを求める計算に積極的に参加してい
る。

〇 〇 〇

【知識・技能】
・情報デザインの意味について理解してい
る。
・情報デザインの作業手順について理解して
いる。
・問題発見の重要性を理解している。
・デザインの要件に必要な事項を理解してい
る。
・試作品を作成するソフトウェアの操作の技
能を身につけている。
・評価の手法の種類や得られる情報について
理解している。

【思考・判断・表現】
・アートと情報デザインの違いを考えること
ができる。
・情報デザインの考えをもとに，伝えたい情
報を表現することができる。
身近な問題を考え，表現することができる。
・情報デザインにより解決できそうな問題を
選ぶことができる。
・メディアにあった表現を考えることができ
る。
・要件に基づいてラフ・試作品を表現でき
る。
・適切な評価の手法を選択できる。
・評価の結果から，試作品の改善点を考える
ことができる。
・改善点を実際のデザインとして表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・情報デザインの力で問題解決に取り組もう
としている。
・グループの話し合いに積極的に関与しよう
としている。
・問題を自分事として考えようとしている。
・要件定義の話し合いに積極的に関与しよう
としている。
・ラフをつくる際に，積極的にアイディアを
出し，他者の意見を尊重しながら問題を解決
しようとしている。
・評価，改善の取り組みの重要性を理解し，
より良いものをつくろうとしている。
・実際の運用に積極的に関わろうとしてい
る。

〇 〇

【知識・技能】
・コンピュータの構成要素やデータの制御，
データの流れを理解している。
・ソフトウェアの種類と，OSの役割について
理解している。
・CPUのしくみとその役割について理解してい
る。
・メインメモリの役割について理解してい
る。
・各論理回路のしくみについて理解してい
る。
・論理回路を組み合わせたものから自分で真
理値表を作成する技能を身につけている。
・2進法の表現方法について理解している。
・2の補数の考え方について理解している。
・浮動小数点数の考え方について理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・コンピュータを構成する各装置とデータの
流れと制御の流れを表現し，説明することが
できる。
・ハードウェアの3つの要素がどのような働き
をするか説明できる。
・OSの役割について，イラストを描き，説明
することができる。
・GUIとCUIの操作を通して，それぞれのメ
リットとデメリットを説明できる。
・コンピュータやスマートフォンの製品ペー
ジを見て，ハードウェアの比較ができる。
・よりよい性能の製品を選ぶことができる。
・論理回路を組み合わせたものから自分で真
理値表を作成できる。
・2の補数を表現できる。
・浮動小数点数を表現できる。
・どのような場合に誤差が生じるか考えるこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
スマートフォンの内部をインターネットで調
べる活動や，インタフェースを確認する活動
に積極的に取り組もうとしている。
・OSの種類を探す活動に積極的に取り組もう
としている。
・コンピュータのスペックを調べる課題に積
極的に取り組もうとしている。
・自ら真理値表を考え作成しようとしてい
る。

〇 〇

【知識・技能】
・アルゴリズムの意味やプログラムとの関係
を理解している。
・アルゴリズムの効率性の意味を理解してい
る。
・アルゴリズムの基本構造について理解して
いる。
・アルゴリズムを表現する図や表について理
解している。
・プログラムの構成要素である変数，データ
型，演算の意味や種類を理解している。
・プログラムの構成要素である関数，ライブ
ラリ，APIについて理解している。

【思考・判断・表現】
・簡単な事例について，コンピュータに処理
させる手順を文章化できる。
・ある処理について，複数のアルゴリズムを
考え，効率の高いものを判断できる。
・基本構造を組み合わせて，アルゴリズムを
構造化することができる。
・アルゴリズムを図や表で表現し，アルゴリ
ズムを可視化できる。
・演算例をもとにして，プログラミングの構
成要素について考え，正しい結果を出力する
ことができる。
・関数，ライブラリ，APIの具体例から，効果
的な利用法を考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身のまわりにあるコンピュータで処理でき
るような事例を自ら考え，理解を深めようと
している。
・処理対象を自分で考え，アルゴリズムを構
造化，可視化しようとしている。
・対象を自分で考え，既存のプログラムを改
良することで，プログラミングの理解を深め
ようとしている。
・学んだ知識をもとにして，具体的な事例を
自分で探し，問題を解決しようとしている。

〇



〇

定期考査

第４章
第１節 情報通信ネットワークの
しくみ

１　コンピュータネットワーク
（１）情報通信ネットワークと
は
（２）コンピュータネットワー
クの分類
（３）コンピュータネットワー
クの構成要素
２　ネットワークの接続
（１）コンピュータネットワー
クの接続形態
３　プロトコループロトコルと
IP
（１）プロトコル
（２）TCP/IPにおける通信の流
れ
（３）IPの役割
（４）IPアドレス
４　プロトコルーデータ転送の
しくみ
（１）TCPとUDPの役割
（２）HTTPの役割
（３）ドメイン名とDNS
（４）電子メールのプロトコル

【知識・技能】
機器どうしを情報通信ネットワークで接続す
るしくみを理解している。
・情報通信ネットワークを構成する要素とそ
の役割を理解している。
・無線LANと有線LANの接続形態について理解
している。
・プロトコルのしくみについて理解してい
る。
・IPの役割とIPアドレスについて理解してい
る。
・TCPとUDP，HTTPの役割について理解してい
る。
・ドメイン名とDNS，電子メールのプロトコル
について理解している。
【思考・判断・表現】
・目的や状況に応じて，情報通信ネットワー
クにおける構成要素を選択することができ
る。
・有線LANと無線LANを状況によって使い分
け，小規模なネットワークを設計することが
できる。
・コンピュータネットワークでどのように情
報がやり取りされているか説明することがで
きる。
・WebブラウザとWebサーバのやり取りを説明
できる。
・電子メールのしくみを説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報通信ネットワークに興味を持ち，主体
的に活用しようとしている。
・情報通信ネットワークを適切かつ効果的に
活用しようとしている。
・情報の科学的な見方・考え方を働かせて，
情報通信ネットワークのしくみを理解しよう
としている。
・情報通信ネットワークを使うときに，目的
や方法に応じて使用されているプロトコルや
ドメイン名を理解しながら活用しようとして
いる。

〇 〇

技法１～２ １　プログラミング言語Python
の基本①

２　プログラミング言語Python
の基本②

【知識・技能】
・コンピュータの基本構成を理解できる。
・基本ソフトウェアと応用ソフトウェアの役
割を理解できる。
・CPUでのプログラムの実行の仕組みを理解で
きる。
・プログラミング言語の種類を理解できる。
・コンピュータの演算の方法とその限界を理
解できる。
・AND, OR, NOT回路の仕組みを理解できる。
・プログラムとアルゴリズムの関係を理解で
きる。
・フローチャートでアルゴリズムを表現する
ことができる。
・プログラムを作ることができる。
・プログラムを構成する変数を理解できる。
【思考・判断・表現】
分岐構造と反復構造を含んだプログラムを作
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
粘り強く，プログラムを作ろうとしている。

8
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５　データの扱い
（１）プログラムとデータ
（２）データ構造
（３）配列

６　アプリケーションの開発①
例題１
　―方法①
　―方法②

７　アプリケーションの開発②
例題２－１―方法①の改良
例題２－２―方法①の改良
　　・二次元配列

８　アプリケーションの開発③
例題３―方法②の改良
　　・データの入れ替え法

【知識・技能】
・プログラムとデータの関係について理解し
ている。
・データ構造，配列について理解している。
・プログラミングによってコンピュータを活
用する技能を身につけている。
・乱数について理解している。
・プログラムの中身を理解し，目的に応じて
自分でアレンジすることができる。
・2次元配列を利用してプログラムを改良する
ことができる。
・データの交換方法について理解している。
・データの並べ替え方法について理解してい
る。
・ユーザ定義関数について理解している。

【思考・判断・表現】
・プログラムの中のデータ（配列）を表現し
たり，自分でアレンジしたりすることができ
る。
・プログラムをフローチャートで表現するこ
とができる。
・プログラムの中身を理解し，目的に応じて
自分でアレンジすることができる。
・2次元配列を利用してプログラムを改良する
ことができる。
・プログラムの中身を理解し，目的に応じて
自分でアレンジすることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な問題の解決にプログラムを積極的に
活用しようとしている。
・プログラムの結果をもとに試行錯誤しなが
ら改善しようとしている。
・プログラムの過程・結果を粘り強く評価，
改善し，理解を深めようとしている。

〇 〇 〇 5

第３節 モデル化とシミュレー
ション

１　モデルとは
（１）モデルとモデル化
（２）モデルの分類
（３）図的モデル
（４）数式モデル

２　モデル化とシミュレーショ
ン
（１）モデル化とシミュレー
ション
（２）モデル化の手順
（３）シミュレーションの手順

３　コンピュータを利用したシ
ミュレーション①
（１）売り上げのシミュレー
ション
（２）モデル化
（３）シミュレーション

４　コンピュータを利用したシ
ミュレーション②
（１）待ち行列
（２）モデル化
（３）シミュレーション

【知識・技能】
・社会や自然などにおける事象をモデル化す
る方法について理解している。
・モデル化とシミュレーションの手順につい
て理解し，モデルを使ってシミュレーション
を行う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
・問題解決の場面に応じて，適切なモデルを
選択し表現することができる。
・目的に応じたモデルを表現することができ
る。
・プログラムによるシミュレーションのメ
リットとデメリットについて説明することが
できる。
・プログラムを用いて，目的に応じたモデル
化やシミュレーションを適切に行い，その過
程を評価し改善することができる。
・プログラムを用いて，目的に応じたモデル
化やシミュレーションを適切に行い，その過
程を評価し改善することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な問題を解決するためのモデル化に，
積極的に取り組もうとしている。
・問題解決の結果を振り返り改善しようとし
ている。
・シミュレーションの結果をもとに試行錯誤
しながら粘り強く評価し改善しようとしてい
る。

〇 〇

５　情報セキュリティの確保と
対策
（１）情報セキュリティに求め
られる３つの要素
（２）認証技術
（３）ファイアウォール
（４）OSやアプリケーションソ
フトウェアの更新
（５）ウイルス対策ソフトウェ
ア

６　暗号化のしくみ
（１）情報の暗号化
（２）共通鍵暗号方式
（３）公開鍵暗号方式

７　暗号化と認証技術
（１）電子署名
（２）無線LANのセキュリティ技
術
（３）SSL/TLS

3

〇

〇

1

3

【知識・技能】
・情報セキュリティに求められる3つの要素に
ついて理解している。
・認証技術，OSやアプリのアップデートの必
要性を理解し，適切に使用・実行する技能を
身につけている。
・共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式について
理解している。
・デジタル署名やデジタル証明書，通信され
るデータを暗号化するプロトコルのしくみと
その必要性について理解している。
【思考・判断・表現】
・認証技術のしくみを知り，適切な使用を判
断できる。
・ファイアウォールにおけるパケットフィル
タリングの機能について説明できる。
・共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の違い
や，それぞれのしくみを説明することができ
る。
・公衆無線LANやWebブラウザの危険を予測で
き，安全・安心に利用するか，場合によって
は利用しない選択ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・パソコンやスマートフォンのOSやアプリを
最新の状態に保ち，安全に使用しようとして
いる。
・情報セキュリティの科学的な理解に努め，
情報通信ネットワークを適切に活用しようと
している。
・情報セキュリティに配慮して，情報社会に
主体的に参画しようとしている。

〇 〇



【知識・技能】
・身のまわりにある情報システムについて理
解している。
・データベースとは何か，またそのメリット
について理解している。
・DBMSの役割を理解し必要性について意識し
ている。

【思考・判断・表現】
・情報システムを構成する技術が，各種分野
で利用されていることを考えられる。
・未来の情報システムについて具体的にイ
メージできる。
・各情報システムから得られる情報について
調査し，どのような分野に応用されるか考え
ることができる。
・データモデルの違いを考え，データモデル
の種類に応じて設計できる。
・DBMSの種類について長所・短所をまとめら
れる。
・非構造化データが実際に利用されている例
がまとめられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現状活用している情報システムを知ること
で，普段気づいていない情報システムについ
ても主体的に調べようとしている。
・未来の情報システムを想像しようとしてい
る。
・本授業で扱う調査内容について理解し，主
体的に調査に取り組んでいる。
・情報システムでDBMSが利用されている活用
例を，主体的に調べている。

〇 〇 〇 3

３

学

期

第２節 情報システムとデータ
ベース

１　情報システム
（１）情報システムとは
（２）さまざまな情報システム

２　情報システムにおけるデー
タベース
（１）情報システムとデータ
ベース
（２）情報システムにおける
データの流れ
（３）データの分析と活用

３　データベース管理システム
とデータモデル
（１）データベース管理システ
ムとは
（２）データモデル
（３）さまざまなデータベース
管理システム

合計

4
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第３節 データの活用

定期考査

１　データの収集と整理
（１）データの活用
（２）データ分析の流れ
（３）データの収集
（４）データの整理

２　数値データの分析
（１）数値データ
（２）時系列で分析する
（３）度数分布で分析する
（４）割合で分析する
（５）２つのデータの関係性を
分析する

３　テキストデータの分析
（１）テキストデータ
（２）テキストマイニングによ
る分析
（３）自由記述の分類と集計

【知識・技能】
・データ分析の手順について理解している。
・データの収集についてさまざまな方法があ
ることを理解している。
・量的データ，質的データの違いについて理
解している。
・数値データの分析手法について理解してい
る。
・テキストデータの処理方法について理解し
ている。
・Webサービスを利用しないテキストデータの
分析方法について理解している。

【思考・判断・表現】
・データ収集方法によるメリット，デメリッ
トを判断し，適切な方法で実習のためのデー
タ収集ができる。
・データ分析に必要なオープンデータをイン
ターネットから取得し，データ分析が行いや
すいようデータの整理ができる。
・身のまわりのデータを分類することができ
る。
・表計算ソフトウェアを利用して数値データ
を分析・表現することができる。
・適切な処理結果を得るため，どのように
データクレンジングすればよいか考えること
ができる。
・テキストマイニングの結果からデータの特
徴を抽出できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・データの収集や整理に粘り強く取り組み，
試行錯誤を通じて改善しようとしている。
数値データの分析は身のまわりのどのような
場面で活用されているか，観察しようとして
いる。
・因果関係や相関関係のあるデータに注目
し，そのような関係性がなぜ導き出されるの
か考えようとしている。
・実際のテキストデータから特徴を抽出しよ
うと試行錯誤し，改善しようとしている。

〇 〇 〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ⅳ群

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

70
合計

３
学
期

〇

振り返り

〇〇

・指導事項
コミュニケーションと情報デザイ
ン
・教材
2026実践攻略情報Ⅰ　大学入学共
通テスト問題集

情報Ⅰの内容を振り返りながら、情報Ⅰの学習内容について理解できる。

情報Ⅰの学習内容について、問題を通して知識
を活用できる。

【学びに向かう力、人間性等】

情報 情報活用

伊藤　隆晃

配当
時数

１
学
期

A 情報社会の問題解決
【知識及び技能】
　情報モラルやリテラシー、著作権
や情報技術について、問題を通して
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報モラルやリテラシー、著作権や
情報技術について、問題を通して考
察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報モラルやリテラシー、著作権や
情報技術について、問題を通して知
識を活用できる。

２
学
期

C コンピュータとプログラミング
【知識及び技能】
コンピュータの仕組みやプログラミ
ングについて、問題を通して理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
コンピュータの仕組みやプログラミ
ングについて、問題を通して考察で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
コンピュータの仕組みやプログラミ
ングについて、問題を通して知識を
活用できる。

・指導事項
コンピュータとプログラミング
・教材
2026実践攻略情報Ⅰ　大学入学共
通テスト問題集

【知識及び技能】
コンピュータの仕組みやプログラミングにつ
いて、問題を通して理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
コンピュータの仕組みやプログラミングにつ
いて、問題を通して考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
コンピュータの仕組みやプログラミングにつ
いて、問題を通して知識を活用できる。

〇 〇

D　情報通信ネットワークとデータ
の活用
【知識及び技能】
ネットワークやデータの活用につい
て、問題を通して理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
ネットワークやデータの活用につい
て、問題を通して考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
ネットワークやデータの活用につい
て、問題を通して知識を活用でき
る。

・指導事項
情報通信ネットワークとプログラ
ミング
・教材
2026実践攻略情報Ⅰ　大学入学共
通テスト問題集

【知識及び技能】
　情報デザインや音・画像・動画等のデジタ
ル化について、問題を通して理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報デザインや音・画像・動画等のデジタル
化について、問題を通して考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報デザインや音・画像・動画等のデジタル
化について、問題を通して知識を活用でき
る。

20

〇 12

【知識及び技能】
ネットワークやデータの活用について、問題
を通して理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
ネットワークやデータの活用について、問題
を通して考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
ネットワークやデータの活用について、問題
を通して知識を活用できる。

○ ○ ○ 13

○ ○ ○ 13

12

B コミュニケーションと情報デザイ
ン
【知識及び技能】
　情報デザインや音・画像・動画等
のデジタル化について、問題を通し
て理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報デザインや音・画像・動画等の
デジタル化について、問題を通して
考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報デザインや音・画像・動画等の
デジタル化について、問題を通して
知識を活用できる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・指導事項
情報社会の問題解決
・教材
2026実践攻略情報Ⅰ　大学入学共
通テスト問題集

【知識及び技能】
　情報モラルやリテラシー、著作権や情報技
術について、問題を通して理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報モラルやリテラシー、著作権や情報技術
について、問題を通して考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報モラルやリテラシー、著作権や情報技術
について、問題を通して知識を活用できる。

○ ○ ○

情報 情報活用 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報Ⅰの学習内容について、問題を通して理解
できる。

情報Ⅰの学習内容について、問題を通して考察
できる。

なし

情報

情報Ⅰの内容を振り返りながら、情報Ⅰの学習内容について考えることができる。

情報Ⅰの内容を振り返りながら、情報Ⅰの学習内容の知識を活用できる。

情報活用

【 知　識　及　び　技　能 】


